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気レーダー(Equatorial Atmosphere Radar; EAR）』（図３）を建設した。赤道域大気の解明を目指し
て最初に構想されて以来10余年を経て漸く実現したものである。このレーダーはMUレーダーほど強
力ではないが、それでも赤道大気を地表近くから高度20kmまで一気に調べることができる。運用は
同国航空宇宙庁（LAPAN）と共同で行われる。我が国の大学が外国で運用する初めての大型設備と
なり、先駆的な学術成果は勿論、新しい形態の国際共同研究としてその進展が期待されている。
